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 テーマ設定の背景①

教師の指導力不足が浮き彫りに・・・

栃木県の学力テストの結果

指導力向上を目指す！



 テーマ設定の背景②

仮 説
論理的思考力
→考えたことを説明・表現することで高まるだろう

ものづくり活動 ＋書く活動
今までの取組

根拠を示して書く

※書く活動は論理的思考力の高まりが判断しやすい



 研究のアプローチ

①「教師の指導力向上」

②「根拠を示して書くこと」を
通した論理的思考力の向上

・授業組み立てのスキルアップ
・研修の充実と校内体制の整備

・書き方の型の定着



アプローチ①



授業観察用シート（一部拡大）アプローチ①



アプローチ①



問題解決的な学習を核とした
学習スタイルの確立

• 「問題→予想・仮説→（検証計画）
→実験・観察→結果→考察」の流れの展開

• 書く活動（一人学び）、話し合う活動（集団学び）
の時間の確保

アプローチ①



教師アンケート
「理科の指導に自信はあるか」

肯定的回答
４２％→６０％

「指導に自信がある」
０％→３３％

自信がある・０％

どちらかと
いうと自信
がある・
４２％

どちらかというと
自信がない・
２２％

自信がない・
３６％

アプローチ①

研究の初め頃（H30.5）

自信が
ある・
３３％

どちらかという
と自信がある・
２７％

どちらか
というと
自信が
ない・
２７％

自信が
ない・
１３％

研究の終わり頃（R2.1）



 研究のアプローチ

①「教師の指導力向上」

②「根拠を示して書くこと」を
通した論理的思考力の向上

・授業組み立てのスキルアップ
・研修の充実と校内体制の整備

・書き方の型の定着



研修の充実と校内体制の整備
• 理科実技の研修（教職員）
• 理科主任とティームティーチング（2年目～）

→ ３～６年の全クラスの理科に関わる

アプローチ①



ICT機器の活用と教材備品の活用促進
• タブレットの研修・授業実践
• アプリを使った教材づくり
• 眠っていた教材備品の活用
• 地域教材を使った公開授業

アプローチ①



教師アンケート
「理科の指導は好きか」

肯定的回答
６３％→１００％

アプローチ①

好き・
３５％

どちらか
というと
嫌い・
２８％

嫌い・９％
研究の初め頃（H30.5） 研究の終わり頃（R2.1）

どちらかというと
好き・
２８％

好き・
５３％

どちらかというと
好き・
４７％

嫌い・０％

「理科の指導は好き」
３５％→５３％



児童の理科に関するアンケート
全国と本校の比較（H30全国学力テストより）

アプローチ①

理科の授業の内容は
よく分かりますか

はい
55.9％

はい
65.9％

どちらかといえば、はい
33.5%

全国

本校 どちらかといえば、はい
28.2%

全国学力テストの児童質問紙より、理科に関する項目を抽出して作成

９４．１％が
理科の授業が
わかると回答



 研究のアプローチ

①「教師の指導力向上」

②「根拠を示して書くこと」を
通した論理的思考力の向上

・授業組み立てのスキルアップ
・研修の充実と校内体制の整備

・書き方の型の定着



書き方の型
「予想･仮説」

の書き方
「（予想・仮説）だと思う。

なぜなら（予想・仮説の根拠）」

根拠としては・・・
①これまでに学習したこと（既習事項）
②これまで（生活などで）経験したこと（生活体験）

などが考えられる。

考察の書き方
①予想・仮説
「（予想・仮説）だと思っていた」

②結果(事実)
「しかしorやはり（結果）だった」

③学習課題(問題)に対する答え
「このことから（問題）

と考えられる」

④今後の課題（疑問・新たな問題）
「・・・してみたい」

「実験方法」
の書き方

「（検証方法）すれば、（予想・仮説）だろう」

「もし、（予想・仮説）ならば、
（検証方法）できるだろう」

アプローチ②



「予想・仮説の書き方の型」

（予想・仮説）だと思う。
なぜなら
（予想・仮説の根拠）

※既習事項や
生活体験など

アプローチ②

（５年生児童の予想・仮説）



「考察の書き方の型」
①予想・仮説

「（予想・仮説）だと
思っていた」

②結果(事実)
「しかし or やはり

（結果）だった」

③問題に対する答え
「このことから

（問題） と考えられる」

④次時への課題

「～してみたい」

アプローチ②

（５年生児童の考察文）



児童への思考力アンケートの結果
H29年度とR1年度を比較

書くことへの抵抗が少なくなった

授業で自分の考えを
文章にまとめて
書くことは難しくない

H29
R1 3.4％増加↑

アプローチ②

栃木県学力テストの児童質問紙より、思考力に関する項目を抽出して本校で作成



「R1年度校内学力テストの結果」

国語・算数に比べ、理科が安定

アプローチ②



R1年度校内学力テスト
「国語」観点別標準スコア

44.0

46.0

48.0

50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

1年 2年 3年 4年 5年 6年

話す・聞く 書く 読む 言語等

アプローチ②



 研究の成果

「教師の指導力」は向上した

「書くこと」を通して、
論理的思考力が向上した



 他に実践した主なもの

先進校への視察

１年目３７回、２年目５７回の公開授業

「子ども同士の発話をつなぐ」教師の出方の研修会

ボイスレコーダーを使った自分の話し方の癖を捉える実践

ノート指導の工夫と充実

児童からの評価をもらう取組 など

ビデオリフレクションによる研究

終わりに



全国学力テストの児童質問紙より、理科に関する項目を抽出して作成

児童の理科に関するアンケート
全国と本校の比較（H30全国学力テストより）

終わりに

将来、
理科や科学技術に
関係する職業に
就きたいと思うか

はい
12.5％

はい
25.9％

どちらかといえば、はい
13.6%

全国

本校 どちらかといえば、はい
23.2%

0 10 20 30           40            50            60

約半分の児童が
理科や科学技術に関する

職業を希望
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